
★
末
崎
地
区
公
民
館
杯

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
結
果

令
和

年

月

日
（
金
）
ふ
る

5

2

24

さ
と
セ
ン
タ
ー
体
育
室
で
男
女

名
27

の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

※
本
大
会
は
、
大
船
渡
市
立
中
央
公

民
館
と
末
崎
地
区
公
民
館
と
の
主

催
に
よ
る
も
の
で
す
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

一
位

梅
澤
敏
行

熊
谷
哲
男

羽
根
川
信
子

二
位

梅
沢
孝
一

津
田
勝

山
本
ミ
ヨ

三
位

田
畑
基
雄

菅
野
一

山
田
勝
代

参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

★
フ
レ
イ
ル
予
防
講
演
会

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会
は
、

月

日
（
火
）
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

2

21

ー
に
お
い
て
「
フ
レ
イ
ル
予
防
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

名
。
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
と
題
し

41て
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

岩
手
南
支
社
大
船
渡
営
業
所
地
域
担

当
課
長

中
井
正
純
氏
の
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

だ
が
教
育
委
員
会
主
導
で
な
く
、
地

域
の
方
々
と
話
し
合
う
場
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。
ま
た
別
の
出
席
者
か
ら
は
「
統

合
は
多
く
の
人
が
望
ん
で
い
る
。
子

供
た
ち
の
多
様
性
か
ら
も
早
く
統
合

す
べ
き
だ
。
ま
た
、
部
活
動
の
選
択

肢
が
広
が
る
の
も
い
い
」
と
か
「
統

合
の
話
し
合
い
は
新
し
い
委
員
で
」

と
い
う
声
も
出
た
。
一
方
、
こ
れ
ま

で
協
議
会
に
参
加
し
て
き
た
出
席
者

は
「
白
紙
に
な
っ
た
の
は
、
校
名
の

み
で
折
り
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
が
そ
う
で
は
な
い
。

対
等
平
等
の
関
係
で
話
し
合
う
と
し

て
い
た
が
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
。
色

々
積
み
重
な
っ
て
合
意
に
至
ら
な
か

っ
た
」
と
指
摘
。
別
の
出
席
者
か
ら

は
「
諸
般
の
事
情
か
ら
い
じ
め
が
懸

念
さ
れ
た
。
い
じ
め
・
不
登
校
は
当

人
に
と
っ
て
は
重
大
な
問
題
だ
。
統

合
は
躊
躇
す
る
」
や
「
校
名
に
関
し

て
は
市
教
委
の
指
導
な
り
調
整
が
あ

っ
て
し
か
る
べ
き
だ
っ
た
」
と
の
声

も
あ
っ
た
。
そ
の
他
ス
ク
ー
ル
バ
ス

通
学
へ
の
懸
念
も
話
題
と
な
っ
た
。

市
教
委
は
昨
年

月
、
学
校
統
合

7

に
か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
小
中

学
生
の
保
護
者
に
対
し
て
行
い
、
結

果
は
、
「
統
合
し
た
方
が
い
い
」
が
、

大
船
渡
地
区
（
大
船
渡
中
、
大
船
渡

小
、
大
船
渡
北
小
）59.7

％
、
末
崎

地
区
（
末
崎
中
・
末
崎
小
）
は57.1%

で
あ
っ
た
と
報
告
。

学
校
統
合
は

ど
う
あ
る
べ
き
か

大
船
渡
市
教
育
委
員
会
は

月
2

日
夜
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で

27末
崎
地
区
の
住
民
や

関
係

P
T
A

者
に
大
船
渡
中
学
校
と
末
崎
中
学

校
の
統
合
に
係
る
説
明
会
を
開
催

し
た
。

は
じ
め
に
市
教
育
委
員
会
は
学

校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
基
本

計
画
お
よ
び
大
船
渡
中
と
末
崎
中

の
統
合
に
係
る
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
つ
い
て
説
明
。
そ
れ
か

ら
出
席
者
か
ら
意
見
を
募
っ
た
。

多
様
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
説
明
会
に
は
地
域
公
民
館

長
・
地
区
の
諸
団
体
の
代
表
者
・

元
協
議
会
委
員
や
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
ら

人
程
が

50

出
席
し
た
。
市
教
委
側
は
小
松
教

育
長
、
遠
藤
学
校
統
合
推
進
室
長

ら
が
臨
ん
だ
。

こ
の
説
明
会
は
市
教
委
が
「
学

校
統
合
に
係
る
現
状
を
示
し
幅
広

く
意
見
を
聞
こ
う
」
と
し
て
開
催

し
た
も
の
で
あ
る
。

意
見
交
換
で
は
、
は
じ
め
に
「
将

来
的
に
は
統
合
は
必
要
と
認
識
し

て
い
る
が
、
そ
れ
が
今
か
と
い
う

と
そ
れ
は
ど
う
か
と
考
え
る
。
地

域
か
ら
学
校
が
無
く
な
れ
ば
さ
び

れ
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
の
進
め
方

 

8 虎舞について
(3) 何時、何処から伝わったのか。(その 1)
平組はしご虎舞についての口伝では、最初から平地域に

はしご虎舞があったのではなく、元もとは神坂の熊野神社
の麓で神社の宮司の住んでいた小細浦地域に伝わっていた
ものが、梯子舞の時に人身事故があり、小細浦にかわって、
平地域で奉納するようになった、と伝わっています。この
口伝は信憑性があると私は考えています。その理由として、
神社の祭礼には神社や別当に一番近い集落の住民が中心と
なって、御輿渡御の行列が組まれるのが一般的であります
が、神坂の熊野神社の行列は神社から少し離れた平地域が
毎回先導役を務める習わしになっています。行列の二番目
は船河原の権現様で、それ以外の祭り組は、毎年順番が変
わることになっています。
したがって、平地域には、大名行列の先導役のように、

御先払い、大鳥毛、挟箱、槍、薙刀等の持ち物も備わって
います。これらも、元もとは小細浦地域が担っていたもの
と考えるのが妥当であると思います。しかし、何時平に移
ったかがはっきりしておりません。
私の考えでは、前出の「寶暦年間、徳川家重の代(1751 年

～ 1760)に、獅子頭を虎頭に作りなおした」時に平に移った
のではないかと考えました。その理由は、この地域の権現
様のような、大きな頭を持って梯子に登り、アクロバット
のような技を演ずることは大変な労力を要することが虎舞
関係者は知ってい
ます。したがって、
獅子頭を虎頭に作
りなおし、小さく、
軽くした可能性が
高いと考えまし
た。また、獅子頭
を虎頭に変更し
た、もう一つの理
由として、事故の
ために引き継ぐの
であるから、心機
一転し、新たな芸
能として出発しよ
うとしたことも考
えることが出来
ると思います。
(紀)

獅子舞・権現様・虎舞について １０

平組の行列 まとい、大鳥毛、挟箱
平成 19 年 11 月 神坂熊野神社 大祭

令
和

年

月
の
学
校

統
合
推

2

12

進
協

議
会
に
お
い

て
、
互
い
に
歩

み
寄
れ
ず
、

学
校
統
合
は

白
紙
に

な
っ
た
。
以
後
に
つ
い
て
は
、
「
気

運

が
出
た
と
き

に
話
し
合
う
」
と

し
て
協
議
会
を
閉
じ
た
。

末

崎

中

学

校

の

生

徒

数

は

、

こ

れ

か
ら

年
間

は

人
台
か
ら

8

60

70

人
台
が
続

く
の
で
現
在

の
状
況
と

変
わ

り
な
い
、
そ

れ
故
、
統
合
問

題
は
、
も
っ

と
気
運
が
高
ま
っ
て

か
ら
、
と
考
え
て
い
た
。

し
か

し
、
市
教
委

は
早
期
に
統

合
を
進
め

た
い
と
考
え
た

の
で
あ

ろ
う

。
保
護
者
に

十
分
な
説
明
が

な
い
ま
ま
ア

ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。

も

う

少

し

丁

寧

な

進

め

方

を

し

て
頂
け
れ
ば
、

と
考
え
さ
せ
ら
れ

る
。
末
崎

町
の
現
状
は

？
と
い
う

と
確

か
に
少
子
高

齢
化
、
人
口
減

少
は
続
く
。

統
合
で
学
校
が
無
く

な
れ
ば

町
は
一
気
に
さ

び
れ
て
い

く

可
能
性
が
あ
る

。
い
ず
れ
、
数

年
後
に
は
、

統
合
や
む
な

し
と
の

状
況
に

な
る
こ
と
は

、
誰
も
が
感

じ

て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
判
断

が
今
す
ぐ

か
と
言
わ
れ
れ

ば
・
・

・
こ
こ
ろ
が
痛
む
。

★
ふ
れ
あ
い
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
大
会
結
果

末

崎
地
区
公
民

館
主
催
に
よ
る

ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
大
会

が

月
3

日
（

火
）
ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー

7体
育
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会

に
は
男
女

名
が
参

30

加
し
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
に
よ
り
、

予
選
は
リ
ー

グ
、
決
勝
は
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
戦
い
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

優

勝

小
松
三
男

田
畑
タ
カ

準
優
勝

澤
下
隆

渡
辺
協
子

第
三
位

佐
々
木
章

中
嶋
和
子

★
第

回
末
崎
町
民

14

ひ
な
祭
り

令
和

年

月

日
（
土
）
ふ
る

5

2

25

さ
と
セ
ン
タ
ー
和
室
で
末
崎
町
民

ひ
な
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け

て
中
止
し
て
お
り
ま
し
が
、

年
3

ぶ
り
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

当

日

は

、

末

崎

町

婦

人

会

、

食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会
、

人
形
劇
「
お
て
だ
ま
」
、
茶
道
教

室
「
滝
田
」
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
実
施
。
当
日
は
、

名
の
多

61

く
の
方
々
の
ご
来
場
を
頂
き
、
盛

会
裏
に
終
了
致
し
ま
し
た
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